
 

  

令和４年度 卒業証書授与式 
３月 1５日（水）、新型コロナウイルス感染症への対応のため、御来賓を代表して北村村長様、金井議長様、教育委員会を

代表して沓掛教育長様、そして保護者と教職員、在校生が参加し、卒業証書授与式が行われました。保護者の皆様、地域の

皆様、1年間青木中学校の教育をお支えいただき、ありがとうございました。また、これからも引き続き、温かく見守ってくださ

い。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答辞より 

私達の中学校生活は新型コロナウィルス感染症に常に左右され、その影響に対応する為に日常が大きく変化してい

きました。しかし多くを制限された生活の中でわずか３年間とは思えない程の経験を積み、大きな人間力を学べました。 

３年目は行動規制も少しずつ緩和され、３年生のこまゆみ祭では活動の集大成ができ、修学旅行も、難しいと思われ

ていた京都、奈良に行き、沢山の思い出を作る事ができました。 

特に、こまゆみ祭では、活気溢れる会場を見て、うまくいってよかったと安心したと同時に、みんなの表情がマスクで見

えないことを、残念にも感じました。それでも、互いに協力し、理想を実現できた達成感と日常を大きく取り戻せた喜びを

仲間と感じ合う事ができました。 

私達の思いや理想の実現の為、そこには多くの方々の支えがありました。 常に私達にとって何が最善かを考慮し、厳

しくも優しく指導してくださった先生方、ゆく道の手本となってくださった先輩方、私達を敬い成長させてくれた後輩達、

充実した教育環境を与えてくれ、 寛大に見守ってくださった地域の皆様、いつでも心身の健康を安じ愛情を注いでくれ

た家族のみんな。今日まで私達の成長を見守ってくださって本当に有難うございました。 

いつでも数多くの方々に支えられている事を忘れず、皆様に恥じぬ行動と、 この先も一層努力し続ける事を私達は

約束します。 

そして、今日一緒に卒業する仲間達には、言葉では伝えきれない程の思いで今、胸がいっぱいです。 

この３年間を共に励まし支え合い、泣き、笑い、家族より長く一緒に過ごしたワンチームが私の一番大きな財産です。 

充実した中学校生活を送れたのは仲間の支えがあったからです。大きな声で感謝を伝えたいです。 

「本当にありがとう！」これからそれぞれ違う道を歩いて行きます。どんなに惜しんでも時間は戻すことはでき

ません。今は別れの寂しさがまだ胸に押し寄せてくるけれど、いつかまた笑って再会できる事、そしてその時は互いの成

長を喜び合える事を願い、互いに１日１日を大切に前へ進んで行きましょう。 

私の人生にはきっと様々な困難が訪れると思います。しかし、青木中学校で得た経験や思い出はどんな未来であろう

と、希望を与えてくれると私は信じています。 

いつも誰かが、アナタの未来が幸せであるように願っている事を、そしてアナタもまた私の支えであることをどうか忘

れないで下さい。そして私自身も誰かの支えになりたいと思います。 

最後になりますが、今一度、今日のこの日を迎えられた幸せに感謝し、青木中学校の益々の発展と、皆様のご多幸を

お祈り申し上げまして、答辞といたします。 
 

     令和 5年 3月 15日 
      卒業生代表  
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                          学校長式辞 
 
 山々の装いに、強く春を感じるこの頃であります。 
 本日ここに、ご来賓を代表して、北村 政夫村長様 金井とも子村議会議長様のご臨席
を賜り、令和４年度、青木中学校卒業証書授与式が挙行できますことに、まずは心より
感謝申し上げます。 
 
 ４９名の卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 
 さて、卒業生の皆さん、ただ今、一人ひとりに私なりの気持ちを込めて卒業証書を手渡しました。緊張した表情の中に
も充実感や満足感を見ることができ、とても嬉しく、そして頼もしく思いました。 
 中学校入学時から３年間、皆さんの中学校生活は、新型コロナウイルス感染症によって様々な制約を余儀なくされまし
た。入学してすぐに全国一斉休校となってしまいました。中学校入学ならびに部活動をはじめとした中学校生活を楽しみ
にしていた皆さんに本当に申し訳なかったと今でも思っています。八ヶ岳登山などの学年行事も翌年に延期されました
が、そのことを決して後ろ向きには捉えず、横手キャンプ場での学習に変えるなど、ピンチも新たな学びに変え、いつも前
を向いてくれたことをとてもうれしく感じてきました。 
 皆さんが主役の生徒会活動では「One for all All for one～ひとりはみんなのために，みんなはひとりのために～」と
いう生徒会テーマの通りに「全校で取り組む」ことを大事にしてきてくれました。昨年度までは３年生の生徒会役員が中
心になって制作していたステージバックも全校制作で創りあげ、こまゆみ祭に向けて環境を整えようと全校で草取りやワ
ックスがけにも取り組んでくれました。ペットボトルキャップ回収など新たな取り組みにもチャレンジしてくれました。 
 校長である私自身も３年前に皆さんと一緒にこの青木中学校にやってきました。皆さんとともに過ごしたこの３年間、社
会科の授業をさせてもらったり、保健体育の授業で一緒にプールに入ったり、部活動に関わらせてもらったりといっぱい
思い出を共有させてもらいましたが，その中での一番心に残っているのは、『義民太鼓』です。皆さんと一緒に叩いたあ
の太鼓の響きと手の感覚はいまだにこの身体に残っています。義民の思いや魂を皆さんと一緒に体感できたこと、かけ
がえのないものとなりました。リズム感のない私を優しく見守りながら練習してくれたこと、本当にありがとうございまし
た。 
 さあ、今、別れの時、旅立ちの時が来ました。未来を信じて、弾む若い力を信じて、大空へと羽ばたいていってください。
信じることに理由はいりません。信じることは生きる源です。 
 皆さんが、青木村で育ち、青木中学校で学んだ教えと誇りを胸に、それぞれの道にしっかりと根を張り、大いに活躍さ
れ、夢を叶えられることを心から願っています。  
 保護者の皆様、本日は、誠におめでとうございます。これまで本校の教育活動にご理解ご協力を賜りまして、ありがとう
ございました。今ここに、義務教育を終え、卒業のときを迎えることができました。感慨無量のことと存じます。時代や世の
中の価値がどんなに変わろうとも、親子の絆は普遍であります。ぜひ、これからもお子様をいつくしみ、お支えいただきた
いと思っております。 
 卒業生の皆さんの前途に開ける未来に期待と思いを馳せ、式辞といたします。 
 

令和 5年 3月 15日  
青木村立青木中学校長  

 

 

【転退職員】  令和 4年度末の人事異動で 7名の職員が、それぞれの場所へ転退職しました。 

地域の皆様、保護者の皆様、在任中は、大変お世話になりました。 

 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇ ４月の予定 ◇◇◇◇◇◇◇◇ 

６日（木） 着任式・入学式・始業式                  
７日（金） 生徒会入会式・部活動発足式       
身体測定・給食開始・給食旬間（～21日）    
９日（日） ３年生修学旅行（～11日）        
１０日（月） 1年生家庭訪問（～13日） 
１２日（水） 3年生計画休業         
１３日（木) 学校集金振替日                           

１４日（金） PTA三役会               
１７日（月） 避難訓練①、地区生徒会①                          
１８日（火） ３年全国学力・学習状況調査、１・２年 NRT                    

２０日（木） 血液検査 
２１日（金）ＰＴＡ代議員会・総委員会  

２４日（月）職員研修 
２５日（火）・２６日（水）歯科検診 
２８日（金）地域参観日・情報モラル講演会・ 

ＰＴＡ総会 


